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動の内容を明らかにする。被験者は，大学生・短大生 400 名(男性 195 名，女性 205 名，平均年齢 19.09
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関する研究である(例えば，Atkins, Baucom, & Jacobson, 2001; Greeley, 1994)。不倫とは，
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「結婚している人が配偶者以外の人と性的関係をもつ」ことである。Atkins, et al(2001)は，
米国人の不倫について 1991 年～1996 年の総合社会調査(GSS)のデータを用いて調べた。これに
よると，既婚者の 13.2％が不倫をしたことがあった。また，米国では既婚男性の 20％程度，既
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2．方 法 
2.1．被調査者と実施方法 
 被調査者 被調査者は大阪府内の大学生・短大生 400 名(男性 195 名，女性 205 名，年齢幅














 浮気経験 浮気人数 これまで浮気した人数の回答を求めた。 同時浮気人数 これまで同
時に何人の異性と浮気をしたことがあるか，人数の回答を求めた。 浮気回数 これまで浮気




ス，ペッティング，性的関係」から 1 つ選択させた。 相手年齢 被調査者と比較して年齢の






明，その他」の中から 1 つ選択か記入させた。 浮気回数 浮気行為の回数を回答させた。 浮
気終了主導 どちらが浮気関係を終わらせたかを「自分，相手，両方から，自然消滅，現在も
続いている」の中から 1 つ選択させた。 浮気終了理由 浮気関係が終わった理由を「浮気
相手に飽きた，浮気相手への気持ちが冷めた，恋人のほうがよかった，性欲が満たされた，
恋人に対する罪悪感，浮気が発覚，不明，その他」の中から 1 つ選択か記入させた。 浮気判
明 浮気が恋人に判明していたと思うかを「全くばれていない，ばれていないと思う，うすう
す気づかれていると思う，ばれた」の中から 1 つ回答させた。 浮気後悔 浮気した(している)
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 被調査者の内訳 被調査者の平均年齢は 19.08 歳であった。被調査者 400 名のうち，275 名
(68.8％)は 1 年生であった(Table 1 参照)。3，4 年生の比率が非常に少なかった。したがって，
本研究は，非常に若い現代青年を対象とした調査である。男女比率はほぼ 50％ずつであった。 
 浮気経験率 浮気をしたことのある大学生は，400 名中 52 名(男性 22 名，女性 30 名)であっ
た。全体の 13.0％であった。ただし，これまで異性とつきあったことがないという学生が 102
名(25.5％)含まれていた。そこで，これまで異性とつきあったことのある学生のみを対象とし
た場合，浮気経験率は，17.4％であった(Table 2, Figure 1, Figure 2 参照)。男女別にみる
と，全体では浮気経験のある男性は 11.3％，女性は 14.6％であった。恋愛経験のある男女で
は，浮気経験のある男性は，16.3％，女性は 18.4％であった。 
 性経験率 性経験のある大学生は，400 名中 162 名(男性 67 名，女性 95 名)であり，全体の





 浮気経験と性経験との関係 浮気経験のある学生のうち 98.1％(51 名／52 名)が性経験のあ
る学生であった。性経験はなく浮気経験のある学生は女性 1 名であった。他方，浮気経験のな
い学生のうち，性経験のある学生は 43.1％，性経験のない学生は 56.9％であった。 
 
 





男性 女性 合計 
   
1 年生 147 128 275 
2 年生  18  40  58 
3 年生  18  30  48 
4 年生  12  7  19 
    
合計 195 205 400 
表内の数値は，人数を表す。
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男性 女性 合計 
   
浮気経験あり  22 30  52 
   
浮気経験なし 113 133 246 
   
   
恋愛経験なし  60 42 102 
  
合計 195 205 400 
表内の数値は，人数を表す。





男性 女性  
 性体験 性体験  
浮気経験 あり なし あり なし 合計 
  
浮気経験あり 22 0 29  1  52 
  
浮気経験なし 43 70 63 70 246 
  
恋愛経験なし 2 58 3 39 102 
 
合計 67 128 95 110 400 
表内の数値は，人数を表す。
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 浮気人数 これまで浮気をした異性の相手人数を男女間で比較した。t 検定の結果，有意差
がみられた(t (50)=2.48, p <.05)。男性(M =3.05)のほうが女性(M =1.77)よりも浮気をした相
手人数が多かった(Figure 3 参照)。 
 同時浮気人数 これまで同時に浮気をした異性人数を男女間で比較した。t 検定の結果，有
意傾向がみられた(t (50)=1.86, p <.10)。男性(M =1.86)のほうが女性(M =1.43)よりも同時に
浮気をした相手人数が多かった(Figure 4 参照)。 
 浮気回数 これまでの浮気回数について男女間で比較した。t 検定の結果，有意差はみられ
なかった(t (50)=1.25, n.s.)。男性で 3.73 回，女性で 2.53 回であった。 
 同恋人最多回数 同じ恋人と交際中に行った最多浮気数を男女間で比較した。t 検定の結果，
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3.3．現代青年の浮気行動 
 浮気関係 浮気相手との関係性の程度を調べた(Figure 5 参照)。その結果，約 70％が性的
関係をもつ浮気であった。男女別に見ると，男性は 81.8％(18 名/22 名)，女性は 56.7％(17 名
/30 名)が浮気相手と性的関係を持っていた。 
 相手年齢 浮気の相手との年齢差は，男女ともに同じ年齢が最も多かった(53.4％)。女性で
は男性と比べ，年上との浮気が多少多くみられた(Figure 6 参照)。 
 浮気開始時期 浮気が始まった時期はばらつきがみられた(Figure 7 参照)。つきあい始めて
から，3 ヶ月(約 20％)が最も多く，ついで，1 ヶ月(約 18％)，6 ヶ月(約 12％)であった。 
 浮気誘惑 浮気にどちらから誘ったかは男女でばらつきがみられた(Figure 8 参照)。男性で
は「相手(女性)から」(40.9％)と「どちらからともなく」(36.4％)が多く，女性では「相手(男
性)から」(60.0％)が非常に多かった。 
 会う回数 浮気期間中にどちらによく会っていたかについては，男女ともに約 50％の人は浮
気相手より恋人に会っていた(Figure 9 参照)。 




 浮気回数 浮気相手との関係の回数は，男性では 2 回，女性では 1 回が多かった(Figure 11 
参照)。 












検定の結果，有意差はみられなかった(t (50)=1.39, n.s.)。男性で 2.27，女性で 2.67 であっ
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おいては約 20％であった。ただし，本研究の被調査者の約 70％は大学 1 年生であり，比較的若
い人に限られていたため，実際の浮気経験率はもう少し高いのかもしれない。 
 また，被調査者のうち性経験のある人は，全体 40.5％であった。男女別にみると，男性で
34.4％，女性で 46.3％であった。大学 1 年生から 4 年生までの性経験率を調べた日本性教育協
会(2001)によると，1999 年の大学生の性経験率は，男性 62.5％，女性 50.5％であった。この
結果と本研究の結果を比較すると，男性の性経験率はかなり低かった。本研究の被調査者の約










 400 名の被調査者のうち，これまでに 1 度でも浮気をした経験のある 52 名の大学生の浮気経
験について分析を行った。まず，これまでの浮気相手の人数に性差がみられた。男性のほうが
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4.3．現代青年の浮気行動 
 浮気経験のある 52 名の大学生の浮気行動を分析した。まず，浮気相手との関係性の程度を調
べた。その結果，約 70％が性的関係をもつ浮気であった。特に，男性では 81.8％(18 名/22 名)
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